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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年6月9日(2016.6.9)

【公開番号】特開2013-227978(P2013-227978A)
【公開日】平成25年11月7日(2013.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-061
【出願番号】特願2013-90837(P2013-90837)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/18     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   9/02     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｑ
   Ｆ０２Ｃ    7/18     　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｐ
   Ｆ０１Ｄ    9/02     １０２　
   Ｆ０２Ｃ    7/18     　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｄ   25/12     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流れ制御システム（１２６）であって、当該流れ制御システム（１２６）が、
　タービンエンジン（１００）のタービンセクション（１１８）の１以上のノズル（２０
４）に結合した１以上の制御バルブ（２００）であって、前記１以上のノズル（２０４）
と前記１以上の制御バルブ（２００）との間に延在する１以上の導管内の流体の流れの方
向を変えるように操作することができ、第１の方向（２１８）で流体が圧縮機（２０２）
から前記１以上の導管を通して前記１以上のノズル（２０４）に送られ、第２の方向（２
１９）で流体が前記１以上のノズルから前記１以上の導管を通して、前記タービンエンジ
ンのタービンセクションの下流セクションをバイパスして排気セクション（１２０）に送
られる、１以上の制御バルブ（２００）と、
　前記１以上の制御バルブに結合したコントローラ（２２０）と
を備えており、前記コントローラが、
　前記タービンエンジンの作動中に第１の方向で前記流体流れを制御し、
　前記タービンエンジンの再調整を可能にするため前記流体流れの方向を第１の方向から
第２の方向に変更する、
よう構成されている、流れ制御システム（１２６）。
【請求項２】
　前記１以上の制御バルブ（２００）が、第１の制御バルブと、第２の制御バルブと、第
３の制御バルブとを含み、第１の制御バルブが第１のノズルに結合し、第２の制御バルブ
が第２のノズルに結合し、第３の制御バルブが第３のノズルに結合している、請求項１記
載の流れ制御システム（１２６）。
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【請求項３】
　前記１以上の導管が、前記タービンエンジン（１００）内に定められた複数の冷却通路
を含む、請求項１記載の流れ制御システム（１２６）。
【請求項４】
　前記コントローラ（２２０）が、前記流体流れの方向を変化させて、前記複数の冷却通
路内の粒状物質を前記排気セクション（１２０）に送るように構成されている、請求項３
記載の流れ制御システム（１２６）。
【請求項５】
　前記コントローラ（２２０）が、前記流体流れの方向を変化させて、前記１以上のノズ
ル（２０４）内の複数の粒状物質を前記排気セクション（１２０）に送るように構成され
ている、請求項１記載の流れ制御システム（１２６）。
【請求項６】
　前記コントローラ（２２０）が、前記タービンエンジン（１００）の始動時又は前記タ
ービンエンジン（１００）のシャットダウン時の少なくとも一方で前記流体流れの方向を
変えるように構成されている、請求項１記載の流れ制御システム（１２６）。
【請求項７】
　前記コントローラ（２２０）が、１以上の信号を介して前記１以上の制御バルブ（２０
０）に１以上の制御パラメータを送信することによって前記流体流れの方向を変えるよう
に構成されている、請求項１記載の流れ制御システム（１２６）。
【請求項８】
　発電システム（９０）であって、当該発電システム（９０）が、
　タービン、該タービンに結合した１以上のノズル（２０４）、及び該１以上のノズルに
結合した排気セクション（１２０）を含むタービンエンジン（１００）と、
　前記タービンエンジンに結合した流れ制御システム（１２６）と
を備えており、前記流れ制御システムが、
　前記１以上のノズルに結合した１以上の制御バルブ（２００）であって、前記１以上の
ノズル（２０４）と前記１以上の制御バルブ（２００）との間に延在する１以上の導管内
の流体の流れの方向を変えるように操作することができ、第１の方向で流体が圧縮機（２
０２）から前記１以上の導管を通して前記１以上のノズルに送られ、第２の方向で流体が
前記１以上のノズルから前記１以上の導管を通して、前記タービンの下流セクションをバ
イパスして前記排気セクションに送られる、１以上の制御バルブ（２００）と、
　前記１以上の制御バルブに結合したコントローラ（２２０）と
を備えており、前記コントローラが、
　前記タービンエンジンの作動中に第１の方向で前記流体流れを制御し、
　前記タービンエンジンの再調整を可能にするため前記流体流れの方向を第１の方向から
第２の方向に変更する、
よう構成されている、発電システム（９０）。
【請求項９】
　前記１以上の制御バルブ（２００）が、第１の制御バルブと、第２の制御バルブと、第
３の制御バルブとを含み、前記１以上のノズル（２０４）が、第１の制御バルブに結合し
た第１のノズルと、第２の制御バルブに結合した第２のノズルと、第３の制御バルブに結
合した第３のノズルとを含む、請求項８記載の発電システム（９０）。
【請求項１０】
　前記１以上の導管が更に、前記１以上のノズル（２０４）と前記排気セクション（１２
０）との間に定められた複数の冷却通路を含み、前記１以上の制御バルブが、前記複数の
冷却通路内の前記流体流れを調節するよう構成されている、請求項８記載の発電システム
（９０）。
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